
福島県保健福祉部健康づくり推進課 主任栄養技師 渡辺春佳

事例報告：福島県における食環境整備の取組について

「第三次健康ふくしま２１計画」がスタートし、重点スローガン「みんなでチャレンジ！減塩・禁煙・脱肥満」を掲げ、

オールふくしまで改善に向けた取組を図る。栄養・食生活の分野では、特に減塩を推進するための事業を実施。

第三次健康ふくしま２１計画（２０２４➤２０３５）

 誰もがすこやかにいきいきと活躍できる 

笑顔あふれる健康長寿ふくしまの実現 
基本理念 

 

①全ての県民に対し個々の状況に応じた最適な健康づくり施策の展開 

②健康課題・健康指標の改善につながるより実効性のある取組の推進 

基本方針 

基本理念

○「健康寿命の延伸と健康格差の縮小」を基本目標に位置付け、主要施策を展開
○「肥満・食塩・喫煙」の３点を重点的に改善を図る健康課題に位置付け、
重点スローガン「みんなでチャレンジ！減塩・禁煙・脱肥満」を設定

○合計９５の目標項目・目標値を設定

<施策体系図> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康寿命の延伸と健康格差の縮小 

みんなでチャレンジ！ 減塩・禁煙・脱肥満 重点スローガン 

基本目標 

基本目標と主要施策

資料３

令和６年７月19日
令和６年度都道府県等
栄養施策担当者会議
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福島県の現状

1日当たりの食塩摂取量の減少
（20歳以上）

男性
11.9g
(H28)

→
7.5g
(R14)

女性
9.9g
(H28)

→
6.5g
(R14)

≪福島県民の健康指標の現状≫
東日本大震災以降、県民の健康指標は大きく悪化したが、現在もメタボ該当者の

割合は全国ワースト４位、急性心筋梗塞死亡率は男性が全国ワースト７位、女性が
全国ワースト９位など、高塩分摂取がリスクとなる健康指標が悪い状態が続いてい
る。

≪福島県民の食塩摂取量≫
平成28年国民健康・栄養調査結果では、一日当たりの摂取量が男性11.9g・女性

9.9gであり、国の平均値及び目標量を上回っており、男女ともに全国ワースト２位
の状況である。

≪「第三次健康ふくしま２１計画」の目標項目（抜粋）≫

≪福島県民の食行動の課題≫
令和４年度福島県食行動実態把握調査で、働き盛り世代で肥満に該当する人の特

徴で「減塩に対する行動・態度・意識が少ない」との分析結果が得られた。
減塩に関する主な食行動
①ラーメンや麺類の汁を飲む量：全部飲む（肥満24.2％、肥満でない12.8％）
②味がついている料理にさらに醤油等をかけて食べるか：
ぜんぜんない（肥満28.2％、肥満でない38.6％）

③濃い味付けのものを好んで食べるか：
ほとんどいつも＋ときどき（肥満62.4％、肥満でない52.5％）

≪これまでの食の取組・課題≫
これまで食の取組では、「ふくしま“食の基本”」の普及啓発やモデル的にスー

パー・給食施設における自然に減塩できる食環境整備を推進してきた。

県民の食塩摂取量を減少させるためには、県民総ぐるみ
で「減塩」に取り組む気運醸成を図る必要があることか
ら、関係団体と連携した取組を強力に展開する。

事業の概要

健康長寿の実現に向け、働き盛り世代の県民の食塩摂取量の実態を把握するとともに、
県民の塩分の過剰摂取の改善につながる普及啓発等を行うなど、誰もがおいしく減塩で
きる食環境づくりを推進する。

県民に知ってほしいこと
①食事の適量 ②適切な塩分濃度

スーパーで
○おいしく適塩な惣菜等の
開発と販売

○ベジ・ファーストの
実践を促す
環境づくり

事業所で
○食塩摂取量の
実態把握

○従業員の
適塩＋適量教育

新聞・メディア・地域で
○定期的な情報発信、関心を高める仕掛け、
簡単にできる手法の発信等

ネットワーク強化会議で推進体制を整備

企業等を巻き込んだ食環境づくりを推進
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ふくしまおいしく減塩緊急対策事業

食環境の整備
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これまでの取組・庁内外との連携

H25 ～ H30 R1(H31) R2 R3 R4 R5 R6

庁
内

庁
外

福島県食育応援企業団の登録 スーパーマーケット、食品メーカー、流通関係者、報道機関等 61社

➤企業団や市町村等との交流会・セミナー等を開催し、連携強化を図ってきた

○知事をトップとした「健康長寿ふくしま会議」を設置

➤各専門分野の団体等が食・運動・社会参加に視点を置いた健康づくりにオール福島で

取り組むために設置。

○健康長寿ふくしま

トップ会談等 開催

スーパーと連携し、減塩総菜の開発・販売の検証の取組

➤R2~3：1社、R4：5社、R5：4社

R4

知事と県内のスーパーマーケット、外食産業の代表が
食を通じた県民の健康づくりについて対談。

官民が連携して健康的な食環境づくりを推進する契機に！

減塩推進

のための

会議体を

構築
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事業実施の背景

国の動き 県の計画 食の取組 成果・課題等

厚生労働省「健康的で持続可能な食環境
づくりのための戦略的イニシアチブ」
➤参画企業等の行動目標として
「減塩」が必須。

健康日本２１（第三次）
➤指標
「健康的で持続可能な食環境づくりのた
めの戦略的イニシアチブ」に登録されて
いる都道府県数

福島県総合計画
➤具体的に解決を進めるべき本県の現状
と課題３つのうち「人口減少対策」

第三次健康長寿ふくしま２１計画
➤重点的に改善を図るべき健康課題
「肥満・食塩・喫煙」

○バランスの良い食事＋減塩
啓発を中心とした取組
→（課題）成果・評価が難しい

○県民の食行動調査(減塩に対する行動)
→食べ過ぎ、濃い味好みといった
食行動の課題を把握

○スーパーとの食環境づくりの検証
→（成果）マイナスの影響は少なく、
自然に健康になれる環境づくりの
手法として有効な可能性あり

企業・市町村・関係団体等とのネットワークを強化し、
さらなる連携を図りながら、減塩を推進するための食環境整備に取り組む

事業実施の追い風に！
★リソース★

福島県食育応援企業団
知事との対談やセミナー等で
健康的な食環境整備を推進する

コンセンサスを得た
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